
 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

            

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度第 2 回大阪市建築物環境配慮推進委員会 

平成 25 年 2 月 4 日（月） 

                                                   午前 10 時～12 時

大阪市役所 屋上階 P1 会議室 

会 議 次 第 

1. 議事 

（１） CASBEE 大阪 OF THE YEAR 2012 の決定について 

（２） その他連絡事項等について 

配布資料一覧 

（１） 資料 現地視察の結果一覧 

（２） 参考資料 CASBEE 大阪 OF THE YEAR 審査・選考基準 



資料

現地視察の結果一覧
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ＣＡＳＢＥＥ大阪 ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ ２０１２ 表彰候補建築物

大阪経済大学 新事務・研究棟

所在地：東淀川区大隅二丁目 2番 8 号 

主用途：大学

事業者：学校法人 大阪経済大学 

設計者：大成建設株式会社一級建築士事務所 

〔建築概要〕

延床面積：9,562.50ｍ２

階 数：地上 8階 

構 造：鉄筋コンクリート造 

竣 工：平成２4年 2月

〔CASBEE大阪における評価〕 

サステナビリティランキング ：S 

建築物の環境性能効率(ＢＥＥ)： 3.1 

〔特長〕 外観

大阪経済大学は創立 80周年を迎え、記念事業とし

てキャンパス再整備を進めている。「新事務・研究棟」

はその第Ⅱ期工事として「つながる力」をキーワード

に新築された建築物である。ボリュームある壁面は単

調にならないよう彫の深いストライプサッシを生か

しつつ、太陽光をコントロールする庇をアクセント的

に設置するなど、「既存校舎との調和」と「地域の新

しい景観形成」の両立を図った。また、外光を積極的

に取り入れながらも、Low-e ガラス、ライトシェル

フ、自然換気窓等を採用し省エネルギー効果を高める

と共に、節水型衛生器具採用、雨水利用により環境負

荷を低減する取り組みを行っている。事務・研究部門

は柱スパンを大きく確保し、乾式間仕切壁、OAフロ

アを採用することで将来の変更に柔軟に対応できる

よう配慮しつつ、バリアフリー法移動等円滑化誘導基

準を満たすなど、利用者にとって快適な空間となって

いる。低層部屋上は全面屋上緑化をおこない、地球温

暖化抑制に貢献している。

キャンパスの新しい顔「ガレリア」





 

   
   
    

  

 
 

 
 

  
 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

ＣＡＳＢＥＥ大阪 ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ ２０１２ 表彰候補建築物

ブランズ桜ノ宮

所在地：都島区中野町 5丁目 10番 107号 

主用途：集合住宅（分譲)

事業者：東急不動産株式会社 関西支店

設計者：株式会社東急設計コンサルタント 大阪支店

〔建築概要〕

延床面積：5714.36ｍ２

階 数：地上 15階 

構 造：鉄筋コンクリート造 

竣 工：平成２４年 2月

〔CASBEE大阪における評価〕 

サステナビリティランキング ：Ａ 

建築物の環境性能効率(ＢＥＥ)： 1.5 

〔特長〕 

計画地の周辺には桜ノ宮公園や大川沿いのプロム

ナードなど緑豊かな環境があります。 
外観 

総合設計制度を採用し、空地と緑を確保することに

努めました。緑豊かな住環境を形成することで、周辺

の緑と連続する景観のまちなみをめざしました。 

また、広場状公開空地には地域の樹である「桜」を

シンボルツリーとすることで周辺の人々にも親しみ

ある空間となることを意識しました。ここは地域のコ

ミュニティ活動が行える空間であり災害時の防災拠

点としても活用できます。

南側の歩道状公開空地には四季折々の木々を配置

し街行く人々に潤いのある街並み空間を提供します。 シンボルツリーのある公開空地 

建物は緑に映えるようシンプルでモダンな表情に

まとめて調和を図りました。 

住戸は全戸南向きとすることで日照の確保に配慮

しました。 

住戸内では潜熱回収型の給湯器（ｴｺｼﾞｮｰｽﾞ）を採用

し、環境に配慮しています。また、節水型器具を採用

することで水資源の保護に努めています。 

屋外部分の仕上げは透水性舗装を採用し、地域イン

フラへの負荷抑制を行っています。
四季折々の木々を配置した歩道状公開空地 


